
 

他会・他団体    日本ＣＳＲ普及協会 ２０１６年度 第１回研修セミナーのご案内 

有期労働契約の無期転換制度の準備と非正規雇用活用のあり方 
～新しい時代の働き方に企業はどう対応すべきか～ 

  
平成２５年４月１日より施行されている労働契約法１８条により、５年を超える有期契約労働者は

無期転換権の行使ができる新制度がスタートしており、平成３０年４月から最初の行使例が登場

する予定です。 

無期転換権の行使への対応としては、事前の準備が肝心であり、直前或いは事後の対応

は、無用なトラブルや雇止めなどを誘発しかねません。特に、平成３０年３月末には雇止めを巡る

法的紛争も多数発生する可能性があり、グループ会社を含めて有期労働契約及び無期転換に

関する規程・制度を適切に整え、現場の管理職にも正しく伝達・教育しておく必要があります。 

また、規程・制度の整備に際しては、限定正社員を含めた「正社員」との関係性や処遇の均衡

についても、近時の均衡処遇に関する裁判例等を踏まえて充分に検討し、賃金格差の請求事件

等が発生しないように織り込んでおく必要があります。 

そこで、今回は弁護士と社会保険労務士が連携して、有期労働契約及び無期転換について、

なにをどのように行うべきかを整理し、事前に準備すべきこと、規程化すべきこと、今後の対応方

針を明確にすることを解説します。 

 皆様の御参加を、心よりお待ちしております。 

 
日 時  ２０１６年７月２１日（木） 午後２時 ～ 午後５時 

場 所  東京都港区西新橋１－１－１５ ＴＫＰ新橋内幸町ビジネスセンター（物産ビル別館）ホール６１１：裏面地図参照  

地下鉄丸の内線霞ヶ関駅 徒歩5分、銀座線虎ノ門駅 徒歩5分、ＪＲ新橋駅 徒歩6分 

内 容  １） 瓦林 道広 弁護士  「無期転換制度の要件・効果の詳説」 

２） 石井 拓士 弁護士  「無期転換制度における法的諸問題」  

３） 倉重 公太朗 弁護士 「無期転換制度と均衡処遇～最新判例を踏まえて～」 

４） 多田 智子 特定社会保険労務士 「無期転換ルールを踏まえた企業の実務対応」 

５） パネルディスカッション 

 有期労働契約の無期転換制度の準備と非正規雇用活用のあり方 

 【司会】 木下潮音 弁護士 

 【パネリスト】 倉重公太朗･瓦林道広･石井拓士･多田智子 （敬称略）                            

主 催  日本ＣＳＲ普及協会          後援  日本弁護士連合会 

参加費  ５，０００円（当日申し受けます）   会員弁護士・会員企業（2名まで）無料 

ご出席の申込は、準備の都合上、７月８日（金）までにファクシミリにてお願い申し上げます。 
 

日本ＣＳＲ普及協会 事務局 宛  FAX ０３－３５８３－２６９９ 

２０１６年度第１回研修セミナーに出席を申し込みます。 

１． ①企業関係者   ②弁護士（登録番号        ） ③その他 （                 ） 

２． 住 所 〒    ―                          （電 話）                         

                                         （e-mail）           ＠            

フリガナ 

３． 氏 名                     所属                       （企業名・部署名） 

４． ① 協会会員   ② 協会理事  ③ 近畿支部会員  ④ 非会員 

◎ 問い合せ先 日本ＣＳＲ普及協会 （電話０３－３５６８－３８９１）  http://www.jcsr.jp 

ご提供いただいた個人情報は本セミナーに関する連絡以外には使用しません。 
 


